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A 132 試験紙にぶる吐電荷渡の夏期。尽期バ冷べり辱囚分祈

　　　　東椴紫雅文　納身節子須永窄子　o 日代募チ

　　　　盛m短大; 涜滅ﾁ

　目的　前報（β促）-f. 味覚感涙は柱･だ域差にぶる彩曜があにと:を認必た。試除蛎

列4枚t^^冶ヽせi。柳Å,･り味覚漸別の再劾陛びあろこヒの報告をした。今回は季節貧i- ヴ

う尺め，ふ期り
Y.しての味覚識別能力とその乎因rこフいマの着討£/7，た｡

　方法　a) 対象づ乙九州男子学生/7£ヵ, 女子学ま抑2ゐ並岡巾ir子学生23/ゐ

　　　　計74^ ;6。 そのうちI - 冬期同一･ﾀ･対象は引o池である,

　　　　b）時期　夏期　匯和％年６月, 冬期　昭才ロ％耳12月～ち7午2.月上旬

　　　　c)内容（）自記式It f ^ 塵生活調査表で. 何象の豪仇農食構造,復取/ぐラニベ

　　　　尺度，陥泰＆。聯分と嗜好教料. 味フtv徊^れ喫煙か傾向£調査した。

　　　　　　　　＠前夥fc同崔の肝前の試蒙紙にぷう味覚テストを行な，ft.

　胎更　a) I - 冬期同一対象看個人の再刄陛ご･･相関ヒ誤客県左Tを泰荷し戸，

　　　　０ 1 ･ 冬期'1尤九州や男才学生, 盛岡市ヤ子学生う3 ダルーr別移果・)ﾛﾆ漱，

　　　　C) I ･ ゑ期・唐生活調査項目卵乙鞭t ･，re

　　　　d) 冬期ダ）食ま活調互ヒ味覚テスト乞偏相関で因子分和’した。

　　　　e) 冬期り3 7ヽ'lしｰﾌﾞ別緬果^μ乙較包した。
　　　　f; 冬期の食生老に関‘すうま訓項目T丿ﾃヽ－ヲと3アルーア別に平均値とt凛定

　　　　にiリ登浙した。

A 133　φ寛i哺す厠弘糾軋）　割哨ヤ､釦加り細作乙塩M勤関泰
　　　　私り哺　ﾉ^外船　・細釆μ吠コ卵紳好
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